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要旨 

 

背景：ナッツや種子の貯蔵タンパクに対する IgE 感作重症のアレルギー症状と関

連することがよくある。異なる腫の貯蔵タンパク間の交叉反応による IgE のリスク

がある。そのような交叉反応の臨床的な意義は既知の抗原以外のアレルゲンがアレ

ルギー症状を引き起こすことである。これまでの研究からはキウイ種子貯蔵蛋白が

隠れた食物アレルゲンとなってピーナツや他のナッツと IgE交叉反応を起こすリス

クの可能性が示唆されている。この研究の目的はピーナツアレルギー患者のコホー

トにおけるキウイ種子貯蔵タンパクに対する感作の程度を調べることである。 

 

方法： 59名のピーナツアレルギーの青年・成人コホートで研究され、他の多くの食

物に対する自己申告のアレルギーについても調べた。キウイとピーナツの種子貯蔵

タンパクに対する IgE を定量した。 

 

結果：59 人中 23 人がキウイアレルギーであった。キウイやどのキウイ種子貯蔵タ



ンパクに対する IgE 感作の頻度はピーナツアレルギー患者ではより多くキウイアレ

ルギーも見られた(P = 0.0001 and P = 0.01).。キウイとピーナツの 11S globulin (r 

= 0.65)と 7S globulin (r = 0.48)間で正の相関が見られた。しかし 2S albumin 類似

物質に対する IgE は相関しなかった。キウイアレルギーのあるピーナツアレルギー

患者ではキウイアレルギーのないピーナツアレルギー患者よりヘーゼルナッツ

(P=0.015)、大豆(P<0.0001)、洋梨(P=0.0002)、アーモンド(P=0.0016)に対して高頻

度のアレルギーが見られた。 

 

結論：このコホートにおけるピーナツアレルギーの 39％がキウイアレルギーであり、

キウイとピーナツ両方ともキウイ種子貯蔵タンパクに高い感作が見られた。他のナ

ッツやマメ科植物に対しても高度の感作があった。分子レベルでは、キウイおよび

ピーナッツ由来の 11Sおよび 7S貯蔵タンパク質に対する IgEレベル間に相関があ

った。まとめるとピーナツとキウイに同時にアレルギーのある患者コホートにおけ

るキウイに対する症状と血清学的所見は 11ｓと 7ｓ globulins 間の交叉反応と 2s 

albumin Act d 13に対する同時感作によって説明できる。 

 



 


